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技術の概要

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

  国土交通省における国道の維持管理は、管理対象が莫大であるため一部を民間委託で対応して
いるが、建設業界全体に限らず日本の全ての産業分野において深刻な問題となっている少子高齢
化に伴う担い手不足への対策が急務となっている。
  当該状況を鑑み、国土交通省では、インフラ分野のDX（デジタルトランスフォーメーション）
を推進し働き方変革を目指しており、国道維持管理でもデジタルデータを活用した業務効率化が
求められている。
  株式会社東京建設コンサルタントでは、九州地方整備局から令和2年度に受託した道路パト
ロールシステム導入検討において、道路分野のインフラDX対応として、カメラ映像リアルタイム
共有、道路巡回日誌自動作成、映像・AI処理を活用した道路パトロール効率化を検証し、令和3
年度にシステム改良を実施、令和4年度に道路巡回日誌自動作成機能を九州地方整備局の全道路
系事務所・出張所に実運用システムを展開した。

  令和2年度から令和4年度の3ヶ年に渡る道路パトロールシステム導入検討及び改良業務におい
て、次に示す各種システムを構築した。
  この中で、②の道路巡回日誌作成支援システムについては、九州地整管内の全道路系事務所・
出張所にて運用中である。

　① 巡回車両の監視カメラ映像をリアルタイムにクラウド伝送し閲覧する映像共有システム
　② 道路巡回の効率化や日誌作成の省力化を目的とする道路巡回日誌作成支援システム
　③ 監視カメラ画像のAI処理による落下物・ひび割れ・ポットホール等の自動検出システム

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

　① 映像共有システムにより、巡回車両の監視カメラ映像を事務所・出張所でリアルタイムに
　　 情報共有が可能となる。
　② 道路巡回で発見された落下物・ひび割れ・ポットホール等の事象については、クラウドの
　　 サーバに蓄積され、CSVでのデータ出力やグラフ化による可視化等に対応しており、調査
　　 資料作成や事象把握等の解析・分析が可能である。
　　 また、事象発生箇所を地図上にマッピングする機能を併用すると、事象の多発箇所を把握
　　 し効率的なパトロール計画や保全計画の立案も可能となる。
　③ 巡回車両に搭乗している巡回員は、タブレット端末を携帯しており、同端末でGPSによる
　　 位置情報の自動取得や事象等の写真を撮影し、現場での簡易な操作により事象やコメント
　　 の入力が可能となり、当該データを利用して日誌が自動生成されるため、巡回員の作業負
　　 担の軽減によりDX対応を実現している。
　④ 落下物・ひび割れ・ポットホール等の事象自動検出の精度向上により、巡回員による事象
　　 の見落しや誤認識削減の効果が発揮される。

４．技術の適用範囲

　① 道路巡回日誌作成支援システムは、比較的安価にシステム導入が可能である。
　② 道路巡回日誌作成支援システムをカスタマイズすれば、河川巡視等の河川維持管理業務に
　　 も適用可能である。
　③ 映像共有システムは、監視カメラやモバイルルータ等の車載が必要となるため、整備に相
　　 応の費用が発生するものの、こちらも河川巡視等の河川維持管理業務や災害発生時の緊急
　　 状況把握に効果的だと考えられる。
　④ 開発した各技術は、国の機関のみならず、自治体・民間にも導入可能である。

２．技術の内容

５．活用実績

国の機関 1件（九州 1件、九州以外 7件）九州地方整備局の13事務所・31出張所を弊社が整備
　　　　  　　　　  　　　　　　  　　九州以外の各地方整備局を弊社以外が整備
自治体　 0件（九州 0件、九州以外 0件）
民間　　 0件（九州 0件、九州以外 0件）
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６．写真・図・表

図-1 システム構成概念図 図-2 リアルタイム映像表示

図-3 画像AI処理による事象自動検出事例

落下物検知事例 ひび割れ検知事例(オリジナル) ポットホール検知事例

図-4 道路巡回日誌作成支援システム Webコンテンツ事例抜粋

ひび割れ検知事例(処理結果)


